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「札幌市における主な感染症の発生動向」 

公開サイトにおけるアクセス状況 
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要  旨 

札幌市衛生研究所のホームページに掲載している｢札幌市における主な感染症の発生動向｣につい

て、新型インフルエンザ pandemic (H1N1) 2009 (以下、新型インフルエンザと略)の流行により、

サイトのアクセス数が大幅に増加した。そこで、通常時のアクセス状況との比較等を通して、今後の提

供情報のあり方について検証する目的で、アクセス数の調査を実施した。 

この結果、通常時として調査した2008年度のアクセス数が1・2位であったトップページとインフ

ルエンザ定点医療機関あたりの患者報告数のグラフのサイトへのアクセス数が、新型インフルエン

ザが流行した2009年度は、順に前年度の2.1倍の37,949・3.3倍の20,262と、大幅にアクセス数が増

加していたことが判った。地域の流行状況が把握できる情報への関心が高かったと考えられた。ま

た、2009年5月から公開した新型インフルエンザ関連情報のサイトは、2009年度に15,951のアクセ

スがあった。すみやかな情報提供の重要性を強く感じた。 

 

 

1. 緒  言 
1999年4月の「感染症の予防及び感染症の患者に

対する医療に関する法律」の施行、及びこれに基

づく「感染症発生動向調査事業実施要綱」の通知

により、国・都道府県及び保健所設置市（含特別

区）は、それぞれの地域における患者情報及び病

原体情報を収集・分析し、これらを公表すること

となった。そこで札幌市では、衛生研究所内に感

染症情報センター機能を持たせることとし、保健

所と連携し、衛生研究所のホームページに｢札幌市

における主な感染症の発生動向｣（http://www. 

city.sapporo.jp/eiken/infect/index.htm）を掲

載し、感染症情報を提供してきた。今回、新型イ

ンフルエンザ pandemic (H1N1) 2009 （以下、新

型インフルエンザと略）の流行により、サイトのア

クセス数が大幅に増加したことから、通常時のアク

セス状況との比較等を通して、今後の提供情報の

あり方について検証する目的で、アクセス数を調

査したので、その概要を報告する。 

 

2. 方  法 
ホームページへのアクセス数は、「札幌市ホー

ムページアクセス集計レポート」(札幌市総務局広

報部広報課によるWWW記録ログの集計結果)から調

査した。 

通常時の状況として、2008年度に「札幌市にお

ける主な感染症の発生動向」に掲載している全て

の情報（111サイト）へのアクセス数を調査し、総

アクセス数・月別アクセス数・グラフおよび表の

サイトへのアクセス数について解析した。 

新型インフルエンザの発生報道後の状況として、

2009年度のトップページとインフルエンザ関連情

報（14サイト）へのアクセス数を調査し、2008年

度の同様のサイトへのアクセス数と比較解析した。 
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3. 結  果 
3-1  2008年度各サイトの総アクセス数 

「札幌市における主な感染症の発生動向」に掲

載している全てのサイトについて、2008年度の総

アクセス数を調査した。結果のうち上位15位まで

のアクセス数は、表1に示すとおりで、全てのサイ

トの窓口となるトップページへのアクセスが最も

多く、総アクセス数は17,806であった。次いで、

インフルエンザ関連の情報へのアクセスが多かっ

た。インフルエンザ以外では、定点把握感染症の

うち患者報告数が多い感染性胃腸炎やA群レンサ球

菌咽頭炎等のサイトへのアクセスが多かった。 

3-2  2008年度月別のアクセス数 

月別のアクセスの傾向を調べるため、2008年度

の総アクセス数が上位5までのサイトの月別アクセ

ス数を調査した。結果は図1に示すとおりで、11～

2月の冬期間にアクセス数が増加する傾向が認めら

れた。 

3-3  グラフおよび表のサイトへのアクセス数 

グラフと表により情報提供を行っているインフ

ルエンザおよび小児科定点医療機関からの患者報

告数について、2008度のグラフおよび表のサイト

への総アクセス数を比較した。結果は表2に示すと

おりで、いずれの感染症もグラフのサイトへのア

クセスが多かった。 

3-4  インフルエンザ関連情報へのアクセスの比較 

新型インフルエンザの発生報道後のアクセス状況

を調査するために、2009年度のトップページとインフ

ルエンザ関連情報サイトへのアクセス数を調査した。

結果のうち、アクセス数が多かった9サイトの2008～

2009年度の月別アクセス数は、図2に示すとおりで、

2008年度のアクセス数が1・2位であった、トップ

ページとインフルエンザ定点医療機関あたりの患

者報告数のグラフのサイトへの2009年度のアクセ

ス数は、順に前年度の2.1倍の37,949、3.3倍の

20,262であった。 

月別の推移では、年度としてアクセス数のピー

クであった2008年12月と2009年10月のアクセス数

を比較した結果、2009年10月は、トップページで

3.1倍の7,715、インフルエンザ定点医療機関あた

りの患者報告数のグラフのサイトで3.5倍の4,328

のアクセスがあった。 

2009年5月から公開した新型インフルエンザ関連

情報のサイト（図3）は、2009年度に15,951のアク

セスがあった。 

 

4. 考  察 
「札幌市における主な感染症の発生動向」には、

全数及び定点把握感染症の発生動向や、病因とな

るウイルスの検出状況等の情報が掲載されている。

そして、トップページが、それぞれの情報への窓

口となっている。今回、全てのサイトへの2008年

度のアクセス数を調査した結果（表1）、各サイト

への窓口となるトップページとインフルエンザ関

連情報サイトへのアクセスが圧倒的に多く、イン

フルエンザについての関心が高いと考えられた。 

また、月別のアクセス数を調査した結果（図1）、

インフルエンザや感染性胃腸炎が流行する冬期間

にアクセス数が増加する傾向にあり、関心度の高

い疾患の流行とアクセス状況が関連すると考えら

れた。なお、2008年度は、トップページのアクセ

ス数が春も増加しているが、これは、春に麻疹の

流行があったことに起因するものと考えている。 

インフルエンザ及び小児科定点医療機関から毎

週報告される患者報告数は、グラフと表のサイト

で情報を提供している。グラフは全市の定点医療

機関あたりの患者報告数の推移、表は市内各区と

全市の報告数を掲載している。そこで、表の方が

情報量が多い状況にあるが、各疾患ともグラフの

サイトへのアクセスが多かった（表2）。情報を提

供する際は、全体の状況を把握しやすい図等を活

用することが有用と考えられた。 

2009年度、新型インフルエンザの発生報道が4月

末に行われたことに伴い、5月に一時的にアクセス

数が増加、その後、流行の拡大に伴い、8～12月に

インフルエンザ関連情報へのアクセス数は大幅に
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増加した（図2）。インフルエンザへの関心度は通

常期から高いと考えられたが、新型インフルエン

ザの流行により、さらに関心が高まったと考えら

れた。なお、インフルエンザは9月～翌年8月をシ

ーズンとして整理するため、アクセスが分散して

いるサイトもあるが、総体的に、地域の流行状況

が把握できるサイトへの関心が高かったと考えら

れた。 

月別のアクセス数に関して、年度としてアクセ

ス数のピークであった2008年12月と2009年10月は、

それぞれ定点あたりの患者報告数がピークとなっ

た月1）で、2009年10月12～18日(第42週) の定点あ

たりの報告数74.02は､2008年12月22～28日(第52

週)の報告数25.14の2.9倍であった。アクセス数の

増加割合と、単純に比較できる数値ではないが、

流行とアクセスの状況を考察する上で、参考にな

るものと考えている。 

2009年5月から掲載した新型インフルエンザ関連

情報のサイト（図3）は、国内では厚生労働省や国

立感染症研究所等、海外ではWHOやCDC等から、

刻々と変化する情報を入手し、判りやすい提供情

報となることに配慮して、すみやかな更新を継続

した。また、詳しい内容を情報提供したい場合は、

リンクを活用するなど、判りやすくするためのサ

イトの情報量の調節を継続した。今回の調査の結

果、流行の拡大に先立って、アクセス数が増加し

ていたことは、前述の情報提供を実施した結果と

考えている。なお、概ね提供すべき情報に変化が

なくなった頃から、アクセス数が大幅に低下した

ことから、タイミングを逸することなく、速やか

に情報提供することの重要性を強く感じた。 

国立感染症研究所の感染症情報センターのホー

ムページにおける新型インフルエンザのサイトに

おいては、流行中から各ページのアクセスログを

解析し、提供情報の方向性を修正していたことが

報告2）されている。また、同センターでは、世論

調査等の結果を入手し、提供すべき情報について

分析していたことも報告3）されている。今後は、

これらの報告における提供情報への分析内容や今

回の結果を踏まえ、図等を活用した判りやすい情

報を速やかに提供するなど、内容の充実に努めた

いと考えている。 

 

5. 結  語 
｢札幌市における主な感染症の発生動向｣についての

アクセス状況を調査し、関心の高いと考えられるサイ

トへのアクセス状況等の知見を得ることができた。今

後、今回の結果を踏まえ、図等を活用した判りやすい

情報を速やかに提供するなど、内容の充実に努めたい

と考えている。 
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     表1   2008年度にアクセスが多かったサイトの総アクセス数 
 
  アクセス数 

1 トップページ 17,806 

2 インフルエンザ定点把握感染症(グラフ) 6,214 

3 インフルエンザ定点把握感染症(表) 4,210 

4 インフルエンザウイルス検出状況 トップページ 2,183 

5 小児科定点把握感染症(感染性胃腸炎、グラフ) 2,032 

6 小児科定点把握感染症(A群溶血性レンサ球菌咽頭炎、グラフ) 1,908 

7 全数把握感染症疾患別報告 1,838 

8 小児科定点把握感染症(咽頭結膜炎、グラフ) 1,750 

9 性感染症定点把握感染症（グラフ） 1,629 

10 麻疹発生動向 トップページ 1,394 

11 小児科定点把握感染症(RSｳｲﾙｽ感染症、グラフ) 1,341 

12 小児科定点把握感染症(A群溶血性レンサ球菌咽頭炎、表) 1,335 

13 2008/9年インフルエンザ検出状況グラフ 1,313 

14 小児科定点把握感染症(感染性胃腸炎、表) 1,306 

15 小児科定点把握感染症(咽頭結膜炎、表) 1,128 

 

 

 

表2   グラフおよび表のサイトへのアクセス数 
 

 グラフ 表 

インフルエンザ 6,214 4,210 

感染性胃腸炎 2,032 1,306 

A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 1,908 1,335 

咽頭結膜炎 1,750 1,128 

RSウイルス感染症 1,341 863 

百日咳 1,081 733 

手足口病 1,034 748 

水痘 1,029 865 

流行性耳下腺炎 985 866 

ヘルパンギーナ 853 667 

伝染性紅斑 819 704 

突発性発疹 815 609 

流行性角結膜炎 728 618 

急性出血性結膜炎 640 575 
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    図 1  2008年度月別アクセス数の推移 

  

図 2  インフルエンザ関連情報へのアクセス状況 
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図3  新型インフルエンザ関連情報のサイト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


